










































論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は レ ー ザ ー 核融合 に おける重要因子である レ ー ザ ー 光 の伝播特性 の 改善, レ ー ザ ー と プ ラ ズ
マ と の 相互作用 の レ ー ザ ー 波長依存性 , 燃料 ペ レ ッ トタ ー ゲ ッ ト構造に 関する研究をま とめた もの で
主要を成果を要約する と次の 通りである｡
(1) 空間強度分布を調整した レ ー ザ ー パ ル ス をリ レ ー 光学系を有する増幅 シ ス テ ム に 入射した時の伝
播特性を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 計算し , 伝播媒質中で の 非線形屈折効果 , 複屈折効果を算定して い る ｡ こ
の 方式をガ ラ ス レ ー ザ ー 装置 の 設計に導入 し設計手法を確立して い る ｡
(2) 波長0.5〟 m , 1〟 m , 1 0〟m の レ ー ザ ー 光 に対する プ ラ ズ マ の吸収率の 強度依存性を調 べ , 短波長 レ
ー ザ ー ほ ど高 い レ ー ザ ー 光強度まで古典吸 収が有効 に作用 し, 高 い 吸収率を示す ことを検証して い
る ｡
(3) 比較的高 い荷電値の プ ラ ズ マ ではレ ー ザ ー 光の フ ィ ラ メ ン テ ー シ ョ ン が発生しやすく, 光速断密
度領域で パ ラ メ トリ ッ ク崩壊過程が励起され , そ の た め超高 エ ネ ル ギ ー 電 子 , イ オ ン が生成され る
ことを実験的に検証 して い る ｡
(4) 特殊な タ ー ゲ ッ ト に みられ る レ ー ザ ー 光 の 異 常透過現象の 機構を研究し , レ ー ザ ー よ り の 増幅自
然放出光 による タ ー ゲ ッ トの 予 備破壊が 一 原因 にをる こ とを実験的 に 明らか に し て い る｡
(5) 密閉型圧縮法に よ る キ ャ ノ ン ボ ー ル タ ー ゲ ッ ト模擬実験を行な い , レ ー ザ ー 光 の 吸収効率, 流体
力学的効率が噴出型圧縮法に比 べ 大幅に 向上す る ことを明ら か に して い る ｡
以上の ように本論文は レ ー ザ ー 桔融合の圧縮効率向上 に 関す る数 々 の 有意義を知 見を与える もの で
核融合工 学に寄与する所大で ある ｡ よ っ て 本論文は博士論文と し て 価値あるもの と認め る ｡
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